
連載 第7回 世界を変えた大発明

全身麻酔
人々を痛みから解放し、安全かつ高度な手術を実現

特集1 レポート

祝! JAIFA創立60周年記念
歴史と活動を振り返り、次のステージをめざそう!

JAIFA創立60周年記念大会in福岡
Opportunity ～次を見据えよう～
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トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

『Present』12月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください



ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
●  2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。
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2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2

10月～12月のアクセスコード「1201」を
入力し、ログインボタンをクリック

※2023年1月～3月のアクセスコードは「1202」に変更となります。

毎月月初にコンテンツが 
追加されていきます。

●�映像で学ぶ“生命保険提案”�
12月追加予定 : 【法人への提案】 
● 見込み客の見つけ方②

新コンテンツ



昭20・29・38・47・56・平2・11 昭19・28・37・46・55・平元・10 昭18・27・36・45・54・63・平9

昭17・26・35・44・53・62・平8 昭16・25・34・43・52・61・平7 昭15・24・33・42・51・60・平6

昭14・23・32・41・50・59・平5 昭13・22・31・40・49・58・平4・13 昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の運勢

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つ
の性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより
違い、それによって「本命性」が決まります。運勢
に影響を与える本命性を知って、あなたの潜在力
を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子

12月のあなたはちょっとでも早く休みたい気
分です。今月は一時停止をしてからいろいろ
勝利した時の反省や今後の計画などをしっか
り考える時です。今まで走り続けてきたこと
の見直しや反省などをして心身へのビタミン
補給や次への備えとして身体のメンテナンス
もしておくことです。ビジネス運は年末年始
のご挨拶の準備やはがきなどを用意して来年
の準備です。金銭運は特に営業利益が良好です。
社交運は楽しい人達に誘われて人気上昇中です。
開運★東南吉方位～年末年始のご挨拶とご祈願はここで。
（人の縁結びには最高の開運方位ですから良い出会いを
ご祈願しましょう）

とにかく忙しい12月です。今年の集大成の感じ
と多忙ゆえ、金銭的にはもの凄く恵まれます。周
りも一目置いてくれる時ですから、あなた自身が
一気に過大評価を受けて慢心した姿を晒さない
ようにしましょう。謙虚が一番ですから。ビジネ
ス運はビッグチャンスに恵まれます。自らの労を
惜しまずに働きましょう。12月の金銭運は非常
に恵まれています。いつもの自分とは異なる言
動振る舞いをしてみましょう。社交運はお誘い
の多い時です。久々に楽しい年末が送れそうです。
開運★東吉方位～年末年始の神様へのお願いはご
く近場で済ませましょう。
（身内の結束が強くなり発展できるリズムに乗ります）

今年最後のあなたの運気は微妙なところで渋
滞気味です。自分の考え方は良いのですが、ど
うしても運気の恩恵が得られないので少々苦
労を強いられて過ごす１ヵ月になります。年
内最後のお仕事ですから無理をしないでここ
までの仕事でやり残したことや、反省材料など
をまとめておきましょう。ビジネス運は旧友
等からの支援あり。金銭運は古い請求書など
が届くでしょう。社交運は再会、復活ありです。
開運★西北大吉方位～年末年始はここでご祈願
しましょう。
（開運方位なので家族の絆が芽生える、金銭運に
恩恵あり）

低迷している今月は全ての物事に邪魔が入り
思うような展開は望めません。幸い運気が味
方をしないだけで、自分の考え方や行動は的
確です。そのうえ取り巻く周囲の状況も良好
です。ビジネス運は焦って動かないで新しい
年への企画や計画など準備をすることが望ま
しいです。金銭運は良くありません。従って無
駄な経費や無駄遣い等をしないで計画的な出
費を心がけましょう。社交運は新しい動きが
ありません。現状維持を守りましょう。
開運★東吉方位～営業活動や年末年始のご祈願
はこの方位で。
（発展できる開運方位です。良い変化ができます）

願望達成の時です。物事が成就しはじめます
ので整理整頓をしましょう。自分の気持ち、心
の中、仕事の机の上、財布の中身、自分の寝室
などを綺麗に整理整頓しておきましょう。千
客万来の風が入るように、物が入るようにし
ておきましょう。ビジネス運はあなたのこれ
までの努力が信用となって遠方まで良い噂と
して流れていきます。金銭運は持ち込まれる
お金の運が良好です。副収入や自分以外から
の収益があるでしょう。社交運は人気の的。人
との交流が上り坂になる時です。
開運★東大吉方位～ここで年末年始のご祈願や開運旅行を。
（躍進できるチャンス到来、良い情報が舞い込み発展できる）

躍進の時を迎えました。今月は元気いっぱいで
過ごせます。運気は自分の気も取り巻く周囲の
気もあなたに味方をしません。ともすれば元気
印とは真逆のピンボケな考え方から余計な事
をしてしまいそうです。ビジネス運は1年間を
振り返り、反省と次への準備をして来年を待ち
ましょう。金銭運も現状維持です。これ以上も
これ以下もありません。来年に期待しましょう。
社交運は賑やかに展開していきます。モテ期が
来ました。来月を楽しみに計画しておきましょう。
開運★西北大吉方位～ここで年末年始のご祈願をしましょう。
（開運方位でのご祈願によってリズムができて、金運アッ
プになる）

2022年12月節 12.7▶1.4

今年最後の運気は運勢階段の最上階で過ごします。
年度末やら次の目標への準備やら何かと多忙を極
めますが、今月は落ち着いて行動しましょう。周り
からも過大評価を受けて過ごしますから、ついつい
尊大な態度が出てしまいそう。ビジネス運は謙虚な
心で顧客への手厚いご挨拶をしておきましょう。金
銭運は現状維持です。来年早々から収益になりそう
ですから、計画的な出費に切り替えて無駄遣いをし
ないように心がけましょう。社交運は新しい出会い
はありませんので現状維持で過ごしましょう。
開運★西大吉方位～年末年始はここで祈願をしましょう。�
（西は最高の開運方位、営業利益が一気に上がります。
ぜひ年始のお参りを）

変化厳禁の今月は、闘いの月間も過ぎてほっ
としたのと同時に変身願望が強くあります。
先月までの良い運気を消さないためにも、変
化をしてはいけません。気の迷いも変身願望
も全てを捨てて現状維持で過ごす方がどんな
にか有利になります。ビジネス運は東南や西
の方位で営業しましょう。凄く良い変化が見
られますよ。金銭運は今一つですが悪くもな
いです。社交運は古い付き合いや古い友人な
どと交流が盛んになります。再婚希望者には
良縁があります。
開運★西吉方位～ここで半日程度、営業活動をしましょう。
（最速で仕事の声がかかる、営業利益や副業になる）

今年最後の盛運期に入りました。状況はとても良
いです。自分の考え方や行動は的確な判断ができ
ますから、気持ちのままに駒を進めましょう。その
反面、あなたを取り巻く状況はピンボケですから、
周りの意見に流されないようにしましょう。ビジ
ネス運は奉仕の心で仕事に取り組みましょう。年
末年始ですので、いつもよりも顧客には念入りに1
年間のご挨拶をしましょう。金銭運は現状維持です。
買い物やその他の出費は計画的に散財しないよう
に気を付けましょう。社交運も現状維持です。
開運★西北大吉方位～年末年始の旅やご祈願など
はこの方位で。
（母親や妻などからの支援があって金銭運が上昇します）



本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育部会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を目的とし
た生命保険募集人の公益団体であり、生命保険ファイナン
シャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors
公益社団法人 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2022 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

日本のインフルエンザの予測指標となるオーストラリアで
は5月から患者が急増しており、この冬はインフルエンザの
流行が懸念されています。一方、新型コロナウイルスも冬に
は今夏を越える感染拡大の可能性があり、コロナとインフ
ルの両方に同時にかかった時への備えが求められています。
新型コロナウイルス・季節性インフルエンザの同時流行に備えた対応

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kansentaisaku_00003.html
※詳細は厚生労働省ホームページ等をご参照ください。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

新型コロナウイルス感染症予防のために

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

累計総額　5億8,584万1,429円
令和4年度 募金現在額は 529万 3,577円です （令和4年10月31日現在）

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

今月の
表 紙

/2022
～今年度の表紙は福岡にゆかりがある写真を掲載しています～
あまおう　福岡県だけのブランド苺で、主に久留米市で生産されています。苺の王様と言われるだけ
あって、実は濃赤色で大きく、つやがあり、形が整っています。甘くて適度な酸味があり、濃厚な 
味わいが特長です。「あかい」「まるい」「おおきい」「うまい」の頭文字を取って名付けられました。

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02 特集1　レポート 
 JAIFA創立60周年記念大会 in 福岡 
 Opportunity ～次を見据えよう～
06 特集2 
 祝！ JAIFA創立60周年記念 
 歴史と活動を振り返り、次のステージをめざそう！ 
  創立60周年によせて　理事長　金井敬司／ 
  JAIFAの歴史／JAIFA年次大会開催記録／ 
  JAIFA会員数の推移／JAIFAの社会貢献活動
14 連載　第 7 回　世界を変えた大発明 
 全身麻酔
16 第 92 回　ゼロから学ぶ税金講座 
 年末調整ってなに？

18 第 240 回　ありがとう生命保険 
 ～中学生作文コンクール入賞作品より～ 
 ｢親の想いと生命保険」 
 奈良県　三郷町立三郷中学校　3 学年　川嶋　夕陽

20 第 69 回　社会保険 Q&A 
 「産後パパ育休」で休みやすくなる？
21 第 129 回　桐生純子の愛され力　コミュニケーション術 
  【素敵な人がやっている小さな習慣】 

～来年を素敵に迎える準備～
22 第 141回　思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 
  億万長者も誕生！宝くじ付き定期預金
23 第 51 回　JAIFA　VOICE 
  JAIFA を常に身近に感じていただける 

活動を意識しています
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」
の
一

環
と
し
て
、創
立
60
周
年
を
記
念
し
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

そ
だ
ち
の
樹
」「（
公
財
）日
本

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」の
２
団
体
へ
目
録

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
今
大
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
開
催
地 

福
岡
協
会
よ
り

愛
の
ド
リ
ー
ム
号
を「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

は
ぁ

と
ス
ペ
ー
ス
」の
山
本
美
也
子
理
事
長
へ

福
岡
協
会 

中
倉
社
会
貢
献
委
員
長
よ
り

贈
呈
、
福
岡
協
会 

中
川
幹
事
よ
り
贈
呈

さ
れ
た
経
緯
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
だ
あ
と
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
さ
き
ほ
ど

の
記
念
式
典
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
天

井
の
き
ら
び
や
か
な
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
や

ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ト
で
80
年
代
を
思
わ
せ

る
デ
ィ
ス
コ
の
よ
う
な
空
間
を
演
出
。

福
岡
を
拠
点
に
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
Ｄ
Ｊ 

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
す
。

金
井
理
事
長
の
挨
拶
後
、
鏡
開
き
が

執
り
行
わ
れ
、
福
岡
協
会 

松
永
会
計

長
よ
り
乾
杯
の
音
頭
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

セ
カ
ン
ド
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
日

本
に
二
人
し
か
い
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民

10
月
13
日 

創
立
60
周
年
記
念
式
典

JAIFA 創立60周年記念大会JAIFA 創立60周年記念大会

      in 福岡in 福岡
Opportunity

～次を見据えよう～

2022年はJAIFA 創立60周年、名称変更から20周年、公益社団法人移行 
10周年の「トリプルアニバーサリーイヤー」を迎え、例年の年次大会を 
10月13日・14日の2日間に拡大して、ヒルトン福岡シーホークにて開催し
ました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響から、2019年の長野大会より 
3年ぶりのリアル開催となり、会場は満員御礼。立ち見席が出るほどの 
大変な盛り上がりを見せました。

レポート

まっとー
よ

  福岡
！

特
集
1

祝い唄を熱唱される中洲流四丁目の皆さん

生命保険協会会長  稲垣氏のご挨拶
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族
楽
器
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
奏
者
、
カ
テ
リ
ー

ナ
さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
民
謡「
母
へ
の
道
」
他
３
曲
を
心
の
こ

も
っ
た
弾
き
語
り
で
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

歓
談
の
時
間
を
合
間
に
取
り
、
過
去

の
大
会
の
開
催
地
で
あ
る
長
野
県
協
会

よ
り
、
応
援
団
風
コ
ス
プ
レ
の
コ
ン
ト

と
パ
ラ
パ
ラ
ダ

ン
ス
、
福
岡
協

会
の
寸
劇「
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
マ

ン
」
が
展
開
さ

れ
、
そ
の
熱
演

に
会
場
は
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
寸
劇
の
最
後
に
は
Ｖ
Ｔ
Ｒ
に

て
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の「
愛
は
勝
つ
」
を

熱
唱
し
た
動
画
が
流
さ
れ
ま
す
。

歓
談
後
は
、
ベ
ス
ト
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
ス
ト

オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
賞
特
別
賞
に
関
東
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
賞

に
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生
命
保

険
株
式
会
社
が
受
賞
し
、
最
後
に
全
員

で
踊
れ
る
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
曲

を
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ

Ａ
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
皆
で

歌
い
、
こ
の

日
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

大
会
二
日
目
は
、
国
内
外
で
数
々
の

受
賞
経
験
が
あ
り
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
バ
ン
ド
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
精
華
女
子
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
演
奏
で
開
会
前
の

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、
年
次
大
会
恒
例
の
フ
ラ
ッ
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

観
客
席
は
全
員
マ
ス
ク
姿
で
い
つ
も

の
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
歓
声
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
会
場
内
の
手
拍
子
や
盛

大
な
拍
手
は
い
つ
も
以
上
に
力
が
入
り

ま
す
。

フ
ラ
ッ
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
了
す
る

と
、
メ
イ
ン
会
場
の
す
ぐ
隣
の
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
の
中

継
映
像
が
ス

テ
ー
ジ
上
の
ス

ラ
イ
ド
に
映
し

出
さ
れ
ま
す
。

「
地
元
福
岡

協
会
の
会
員
の

方
々
を
中
心
に

サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
で
観
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
会

場
に
負
け
な
い
熱
気
で
す
。
３
年
ぶ
り

と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
よ
！
」と
、
後
藤
実
行
委
員
。

中
継
映
像
後
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
創
立
60

周
年
の
歩
み
を
綴
っ
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
映
像
が

流
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
金
井
理
事
長

が
登
壇
し
ま
し
た
。

「
３
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
、
皆
さ
ん

い
か
が
で
す
か
？　

や
は
り
こ
う
し
て
、

直
接
お
会
い
し
て
、
お
話
し
で
き
る
機

会
は
最
高
で
す
ね
。
こ
の
時
間
は
、
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
設
立
の
想
い
に
触
れ
て
、
ご

自
身
の
足
元
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
に

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」と
、
述
べ
ま
し
た
。

10
月
14
日 

創
立
60
周
年
記
念
大
会

プレゼンターである金井理事長からのご挨拶

「よいしょ！」のかけ声と共に鏡開き

司会者の高崎恵理さんとJAIFAマン

表彰式での記念撮影

華やかな精華女子高等学校吹奏楽部の演奏
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本
誌
10
月
号
に
掲
載
さ
れ
た「
お
客
様

か
ら
の
感
謝
の
声
」で
紹
介
さ
れ
た
、「
あ

な
た
を
守
り
た
い
」
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
ご
主
人
の
突
然
死
に
あ

わ
れ
た
福
岡
県
在
住
の
ご
契
約
者
様
の

ご
家
族（
奥
様
、
ご
長
男
、
ご
長
女
）と
、

ご
家
族
に
寄
り
添
わ
れ
た
、
営
業
担
当

の
近
藤
陽
子
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
ご
出
演
さ
れ

る
こ
と
を
拒
ま
れ
て
い
た
奥
様
で
す
が
、

お
子
様
方
の
勧
め
も
あ
り
、
お
三
方
で

ご
登
壇
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
契

約
者
の
奥
様
は
実
は
近
藤
さ
ん
の
元
の

職
場
の
後
輩
で
あ
り
、
友
人
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
生
命
保

険
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
だ
っ
た
奥
様
も

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
頑
張
り
で
経
験

を
積
ん
だ
近
藤
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
見
直

し
を
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。
ご
主
人

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
後
も
、
明
る

く
元
気
よ
く
奥
様
を
力
強
く
支
え
て
い

こ
う
と
い
う
お
子
様
方
の
健
気
な
お
姿

に
、
司
会
者
や
会
場
内
の
観
客
の
涙
を

誘
い
、
各
々
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
河
野
景
子
氏
の「
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
！　

～
生
き
抜
く
た
め
の

ふ
ん
ば
る
力
～
」と
題
し
た
講
演
に
移
り

ま
す
。
講
演
日
は
11
月
近
く
で
九
州
場

所
が
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
相
撲

部
屋
の
お
か
み
さ
ん
時
代
の
こ
と
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
猛
稽
古
を
し
て

い
る
と
き
に
食
事
に
連
れ
て
い
く
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
な

の
だ
そ
う
。
い
つ
も
と
違
っ
た
と
こ
ろ

で
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
心
が
ほ

ぐ
れ
、
本
音
を
聞
き
だ
す
こ
と
が
で
き
、

こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
こ
と
も
受
け
止
め

る
余
裕
が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

小
学
生
の
と
き
か
ら
女
子
ア
ナ
に
な

り
た
か
っ
た
と
い
う
河
野
氏
。
そ
の
目

標
に
向
か
い
、
故
郷
の
宮
崎
弁
を
封
印

し
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
他
の
人
と

違
う
と
い
う
ス
タ
ー
ト
地
点
で
の
ハ
ン

デ
を
乗
り
越
え
、
晴
れ
て
女
子
ア
ナ
の

試
験
に
合
格
で
き
た
そ
う
で
す
。

「
夢
が
叶
っ
た
ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

ま
た
次
な
る
試
練
が
あ
る
」と
語
る
河
野

氏
で
す
が
、
当
時
、
家
族
の
絆
が
そ
れ
ら

の
試
練
を
支
え
て
く
れ
た
と
い
い
ま
す
。

人
は
苦
し
い
と
き
、
ピ
ン
チ
の
と
き

に
自
分
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
し
、
冷
静

に
な
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
ピ
ン
チ
を
乗
り

越
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
と
、
ご
自
身

の
ご
経
験
か
ら
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
演
後
は
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
、

一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会
の
稲
垣

精
二
会
長
よ
り
挨
拶
を
賜
り
、
Ｊ
Ａ
Ｉ

Ｆ
Ａ
社
会
貢
献
活
動
の
贈
呈
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
大
会
来
場
者

の
ご
協
力
に
よ
る
活
動
で
す（
ご
協
力
者

に
は
記
念
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ッ
チ
が
配
ら
れ
ま

し
た
）。
福
岡
県
へ
の
贈
呈
は
服
部
誠
太

郎
福
岡
県
知
事
へ
の
贈
呈
式
の
様
子
が

映
像
で
流
さ
れ
、
祝
辞
を
賜
り
、
福
岡

市
へ
は
、
野
中
晶
福
岡
市
こ
ど
も
未
来

局
長
へ
金
井
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
委
員
長
よ
り
目
録
を
贈
呈
し
、

お
礼
の
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
セ
カ
ン
ド
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
観
客
の
手
拍
子
と
と
も
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

続
い
て
、
精
華
女
子
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
よ
り
、
若
鷹
軍
団（
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
応
援
歌
）の

曲
が
演
奏
さ
れ
、
工
藤
公
康
氏
の「
未
来

を
切
り
拓
く
思
考
と
行
動
～“
当
た
り

前
”
か
ら
紐
解
く
大
切
な
こ
と
～
」
の
講

冷
静
に
な
れ
ば
ピ
ン
チ
を 

乗
り
越
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

常
に
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
持
つ

ピンチ＝チャンスと語る河野景子氏

「あなたを守りたい」で登壇されたご契約者様のご家族

04



演
に
繋
ぎ
ま
す
。

当
時
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
の
監
督
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
コ
ー

チ
経
験
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
準
備
が
必
要
だ
っ
た
と

い
う
工
藤
氏
。

「
考
え
よ
う
と
し
な
い
思
考
に
陥
ら

ず
、
新
し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
一
歩
一
歩
紐
解
い
て
大
切
な
も

の
を
し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
」と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
連
覇
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
て
就
任
し
た
監
督
業
で
し
た
が
、
ド

ラ
フ
ト
が
な
か
っ
た
時
代
の
巨
人
で
さ

え
成
し
得
な
か
っ
た
目
標
で
し
た
。

10
連
覇
す
る
に
は
自
分
は
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
で
き
な
い
と
言
っ
た

ら
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、

ど
う
い
う
計
画
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
立
て

る
か
、
考
え
ぬ
い
て
信
じ
た
行
動
を
す

る
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
育
成
に
力
を
い

れ
、
選
手
層
を
厚
く
し
て
い
か
な
い
と

10
連
覇
は
と
て
も
で
き
な
い
と
工
藤
氏

は
考
え
ま
し
た
。

「
選
手
に
は
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
が
あ
る
の

で
、
必
ず
、
こ
の
場
合
に
代
走
、
こ
の
場

合
に
代
打
、
と
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
お

く
」そ
の
よ
う
に
し
て
、
選
手
に
ス
ト
レ

ス
を
か
け
ず
、
少
し
で
も
長
く
選
手
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

工
藤
氏
の
選
手
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
想

い
も
、
こ
の
采
配
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
現
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、「
整

理
す
る
、
計
画
す
る
、
準
備
す
る
」
こ

と
だ
と
い
い
ま
す
。「
常
に
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
を
持
つ
。
答
え
で
は
な
く
、
目
標
！　

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

い
。
心
の
引
き
出
し
を
た
く
さ
ん
持
つ
」

こ
と
だ
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
生
保
セ
ー
ル
ス
日
本
一
を
連
続
30

年
間
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
さ
れ

た
伝
説
の
セ
ー
ル
ス
・
レ
デ
ィ
、
柴
田

和
子
名
誉
会
長
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

肺
が
ん
を
患
わ
れ
、
52
年
の
生
保
セ
ー

ル
ス
業
に
幕
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
一

時
は
車
椅
子
生
活
を
さ
れ
て
い
た
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
圧
倒
的
パ
ワ
ー
あ
ふ

れ
る
講
演
に
会
場
も
沸
き
上
が
り
ま
す
。

「
車
椅
子
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
セ
ー
ル
ス
が
で
き
る
の

か
？
」と
、
世
界
的
な
快
挙
の
達
成
を
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
つ
の
間
に
か
お

元
気
に
な
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

「
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
を
大
切
に
、
周

り
を
大
事
に
、
使
命
感
を
も
っ
て
、
自
信

を
も
っ
て
健
康
で
明
る
く
、
こ
の
業
界
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
結
ば
れ
、
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
と
と
も
に
、
大
団
円
を
迎
え
ま
し
た
。

今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
取
り
な
が
ら
の
２
日
間
開

催
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
熱
気

の
こ
も
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
会

場
内
は
皆
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
幕
し
ま
し
た
。

絶
望
感
に
陥
る
こ
と
な
く 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
て
き
た

コミュニケーションの重要性を語る工藤公康氏

柴田和子名誉会長による気迫のこもったご講演

NEXT YEAR

パシフィコ横浜国立大ホール 
神奈川でお待ちしております。

来年も皆様と共に�
素晴らしい大会となりますよう準備を進めて参ります。
ぜひ、ご参加いただきますようお願いいたします。

20232023年年66月月2020日（火）日（火）  
JAIFA 年次大会 in 神奈川JAIFA 年次大会 in 神奈川
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J
A
I
F
A
が
誕
生
し
た
の
は
、

昭
和
37（
1
9
6
2
）年
の
こ
と
。

明
治
生
命（
現
・
明
治
安
田
生
命
）の

優
績
者
・
原
一
平
氏（
J
A
I
F
A

初
代
代
表
理
事
）の
呼
び
か
け
で

全
日
本
生
命
保
険
外
務
員
協
会
が

設
立
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

当
時
の
会
員
数
は
わ
ず
か
2
7
0
名

で
し
た
が
、
J
A
I
F
A
の
賛
同

者
は
順
調
に
増
え
て
い
き
、現
在

の
会
員
数
は
3
万
9
，0
0
0
名

を
超
え
ま
し
た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

J
A
I
F
A
60
年
の
歩
み
を
振
り

返
り
、次
の
ス
テ
ー
ジ
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

創立60周年によせて	
	 理事長　金井敬司

公益社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会（JAIFA）は今年、	
多くの皆様のおかげで創立60周年を迎えることができました。加えて「名称	
変更から20周年」、「公益社団法人へ移行して10周年」と「トリプルアニバーサリー	
イヤー」になります。このように節目が３つも重なる記念大会を、福岡で無事に
開催できましたことを心よりうれしく思います。
さて、未だ新型コロナウイルス感染症の終息が見えず、厳しい状況が続いて	

います。しかし、「明けない夜はない」と言われるように、悪い状況が永遠に続く
ことはなく、いつかは必ず良いことがあるはずです。やがて来る「Opportunity」	
（機会・好機）を信じ、今できることを着実に実行していこうではありませんか。
今まで以上に生命保険営業職員がお客様に寄り添い、お客様の人生に「安心」と
「満足」を提供し、お客様からの信頼を得られるよう、努力していくことが重要で
あると考えております。
さらに、JAIFA歴代会長や理事長をはじめ、多くの役員の皆様が、公益社団法人	

として事業発展のために今日までご尽力された実績や歴史、伝統を継承し、	
これから10年、50年、100年と継続・成長するJAIFAを目指すため、会員同士がお互い	
切磋琢磨し、自己研鑽に努め、国民の皆様のお役に立てる公益事業活動を発展・
推進して参りたいと思います。

特
集
2

J
A
I
F
A
の
歴
史

の
歴
史

トリプルアニバーサリーイヤー

祝！ JAIFA 創立60周年記念祝！ JAIFA 創立60周年記念
歴史と活動を振り返り、次のステージをめざそう！歴史と活動を振り返り、次のステージをめざそう！
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HISTORY of JAIFA

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
出
来
事

国
内
外
の
出
来
事

6
月	

●

原
一
平
氏
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ
会
員
と
な
る

8
月
10
日
●

第
1
回
発
起
人
懇
談
会

9
月
1
日
●

全
日
本
生
命
保
険
外
務
員
協
会（
全
外
協
）設
立

9
月
7
日
●

第
2
回
発
起
人
懇
談
会

9
月
28
日
●

全
外
協
創
立
総
会
開
催

	
●

原
一
平
氏
代
表
理
事
に
就
任
、会
員
2
7
0
名

1
月	

●�

原
一
平
代
表
理
事
、国
際
ア
メ
リ
カ
ン
協
会
か
ら

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
及
び
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
賞
を
授
与

1
月	

●

大
阪
外
野
倶
楽
部（
Ｏ
Ｌ
Ｐ
）発
足

9
月
10
日
●

大
蔵
省
よ
り
社
団
法
人
に
認
可
さ
れ
る

6
月
8
日
●

法
人
認
可
後
、第
1
回
の
定
時
総
会
開
催

	
	

（
於
‥
東
條
会
館
）

	

●

原
一
平
氏
、初
代
会
長
に
就
任

6
月
12
日
●

大
阪
外
協
発
足

1
月	

●

岡
山
県
外
協
発
足

1
月	

●

ハ
ワ
イ
州
外
務
員
協
会
年
次
総
会
に

	
	

戸
倉
一
樹
専
務
理
事
出
席

4
月	

●

生
命
保
険
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
学
院
開
講

1
月	

●

第
2
回
日
米
合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

3
月	

●

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
学
院
第
一
期
生
26
名
卒
業

	

●

Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
生
命
保
険
修
士
会
発
足

●

キ
ュ
ー
バ
危
機

●

東
海
道
新
幹
線
開
業

●

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●

公
害
対
策
基
本
法
公
布
・
施
行

●

大
阪
万
博
開
催

●

ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

●

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

●

ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
辞
任

●

沖
縄
海
洋
博
開
催

J
A
I
F
A
の
歴
史

の
歴
史

1964

昭
和
39
年

1962

昭
和
37
年

1967

昭
和
42
年

1970

昭
和
45
年

1971

昭
和
46
年

1973

昭
和
48
年

1974

昭
和
49
年

1975

昭
和
50
年

初代会長 
原一平氏
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4
月	

●

原
一
平
会
長
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章

10
月	

●

全
外
協
創
立
15
周
年
記
念
式
典
を
開
催

6
月	

●

河
内
理
一
氏
、第
2
代
会
長
に
就
任

6
月	
●

清
水
政
治
氏
、第
3
代
会
長
に
就
任

8
月	

●

原
一
平
初
代
会
長
死
去（
従
5
位
叙
位
・
9
月
14
日
）

4
月	

●

河
内
理
一
顧
問
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

10
月	

●

河
内
理
一
第
2
代
会
長
死
去

11
月	

●

清
水
政
治
会
長
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

6
月	

●

加
藤
五
郎
氏
、�

第
4
代
会
長
に
就
任

10
月	

●

創
立
25
周
年
記
念
式
典
を
開
催

6
月	

●

会
員
数
3
万
名
突
破

6
月	

●

会
員
数
4
万
名
突
破

6
月	

●

野
口
英
夫
氏
、第
5
代
会
長
に
就
任

5
月	

●

加
藤
五
郎
相
談
役
、勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

10
月	

●

創
立
30
周
年
式
典
を
開
催

6
月	

●

柴
田
和
子
氏
、第
6
代
会
長
に
就
任（
女
性
初
）

11
月	

●

加
藤
五
郎
第
4
代
会
長
死
去

●

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
発
生

●

王
貞
治
選
手
、ホ
ー
ム
ラ
ン
世
界
新
記
録（
7
5
6
本
）達
成

●
「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

●

グ
リ
コ
・
森
永
事
件
発
生

●

つ
く
ば
万
博
開
催

●

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

●

N
T
T
が
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始

●

青
函
ト
ン
ネ
ル
、瀬
戸
大
橋
開
通

●

消
費
税
ス
タ
ー
ト

●

湾
岸
戦
争

●

東
海
道
新
幹
線
の
ぞ
み
が
運
転
開
始

●

阪
神
・
淡
路
大
震
災

●

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

1995

平
成
7
年

1992

平
成
4
年

1991

平
成
3
年

1989

平
成
元
年

1988

昭
和
63
年

1987

昭
和
62
年

1986

昭
和
61
年

1985

昭
和
60
年

1984

昭
和
59
年

1981

昭
和
56
年

1977

昭
和
52
年

1976
昭
和
51
年

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
出
来
事

国
内
外
の
出
来
事

第6代会長 
柴田和子氏

第2代会長 
河内理一氏

第3代会長 
清水政治氏

第4代会長 
加藤五郎氏

第5代会長 
野口英夫氏
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HISTORY of JAIFA

2
月	

●
「
愛
の
ド
リ
ー
ム
募
金
」第
1
回
贈
呈
式

	

●

徳
島
県
へ
福
祉
巡
回
車
を
34
台
寄
贈

6
月	

●

創
立
35
周
年
式
典
を
開
催

	

●

間
野
恵
子
氏
、第
7
代
会
長
に
就
任

6
月	

●

大
蔵
省
か
ら
金
融
監
督
庁
へ
所
轄
変
更

1
月	

●
「
愛
の
ド
リ
ー
ム
募
金
」第
2
回
贈
呈
式

	

●

各
県
へ
福
祉
巡
回
車
を
64
台
寄
贈

1
月	

●
「
愛
の
ド
リ
ー
ム
募
金
」福
祉
巡
回
車
1
0
0
台
記
念
号
贈
呈

1
月
～	
●
「
愛
の
ド
リ
ー
ム
募
金
」

	
	

第
3
回
贈
呈
式
を
各
地
で
開
催

6
月	

●

吉
田
義
隆
氏
、第
8
代
会
長
に
就
任

５
月	

●

社
団
法
人
全
日
本
生
命
保
険
外
務
員
協
会
か
ら

	
	

社
団
法
人
生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
に
名
称
変
更

11
月	

●

清
水
政
治
第
3
代
会
長
死
去

1
月
～	

●
「
愛
の
ド
リ
ー
ム
募
金
」第
4
回
贈
呈
式
を
各
地
で
開
催

6
月	

●

2
0
0
4
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
年
次
大
会
開
催

1
月
～	

●
「
愛
の
ド
リ
ー
ム
募
金
」第
5
回
贈
呈
式

4
月	

●

野
口
英
夫
相
談
役
旭
日
小
綬
章
を
受
章

5
月	

●

泉
口
享
子
氏
、第
9
代
会
長
に
就
任

8
月	

●

野
口
英
夫
第
5
代
会
長
死
去

5
月	

●

鍛
治
一
秋
氏
、第
10
代
会
長
に
就
任

	

●

東
日
本
大
震
災
復
興
ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ィ

●

北
陸
新
幹
線
、東
京
駅

－

長
野
駅
間
が
開
業

●

冬
季
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誤
作
動
が
懸
念
さ
れ
た
2
0
0
0
年
問
題
が
発
生

●

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

●

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

●

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会
開
催

●

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
で
開
始

●

新
札
発
行
、千
円
札
は
野
口
英
世
、五
千
円
札
は
樋
口
一
葉
に

●

愛
知
万
博
開
催

●

ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク（
W
B
C
）

	

第
1
回
大
会
で
日
本
代
表
が
優
勝

●

ね
ん
き
ん
特
別
便
発
送
開
始

●

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
に
流
行

●

東
日
本
大
震
災

2002

平
成
14
年

2001

平
成
13
年

2000

平
成
12
年

1999

平
成
11
年

1998
平
成
10
年

1997

平
成
9
年

2003

平
成
15
年

2004

平
成
16
年

2005

平
成
17
年

2006

平
成
18
年

2007

平
成
19
年

2009

平
成
21
年

2011

平
成
23
年

第7代会長 
間野恵子氏

第8代会長 
吉田義隆氏

第9代会長 
泉口享子氏

第10代会長 
鍛治一秋氏
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HISTORY of JAIFA

4
月
1
日
●

公
益
社
団
法
人
へ
移
行
認
定

	

●

鍛
治
一
秋
氏「
会
長
」か
ら「
理
事
長
」へ

4
月	

●

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
創
設

5
月	

●

協
会
名
変
更
10
周
年

	

●

創
立
50
周
年
記
念
大
会

	

●

2
0
1
1
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
年
次
大
会（
於
‥
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
）

	

●

復
興
ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ィ
P

	

a

	

r

	
t
	2	

9
月
1
日
●

創
立
50
周
年
記
念
日

5
月	

●

木
原
み
つ
代
氏
、第
11
代
理
事
長
に
就
任

5
月	

●

石
井
清
司
氏
、第
12
代
理
事
長
に
就
任

10
月	

●�

会
員
専
用
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム『
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
学
習
帖
』を
オ
ー
プ
ン

1
月
31
日
●�

愛
の
ド
リ
ー
ム
募
金

“
生
命
保
険
の
日
”全
国
一
斉
贈
呈
式
を
実
施

3
月	

●

東
日
本
大
震
災
よ
り
10
年
の

	
	

節
目
と
し
て
震
災
遺
児
・
震
災
孤
児
へ

	
	

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
支
援

5
月	

●

金
井
敬
司
氏
、第
13
代
理
事
長
に
就
任

9
月
1
日
●

創
立
60
周
年
記
念
日

	

●

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
創
立
60
周
年
記
念
大
会
i
n
福
岡

	
	

（
於
‥
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
）

	

●
「
ト
リ
プ
ル
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
」

	

●

協
会
創
立
60
周
年
、名
称
変
更
20
周
年
、

	
	

公
益
社
団
法
人
移
行
10
周
年

6
月
1
・
2
日

10
月
13
・
14
日

●

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

●

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

●�

将
棋
の
藤
井
聡
太
四
段
が

公
式
戦
新
記
録
と
な
る

29
連
勝
を
達
成

●

西
日
本
豪
雨

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

●�

大
谷
翔
平
選
手
が
二
刀
流

の
大
活
躍
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

で
M
V
P
を
獲
得

●�

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻

2013

平
成
25
年

2012
平
成
24
年

2017

平
成
29
年

2018

平
成
30
年

2020

令
和
2
年

2021

令
和
3
年

2022

令
和
4
年

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
出
来
事

国
内
外
の
出
来
事

第11代理事長 
木原みつ代氏

第12代理事長 
石井清司氏

第13代理事長 
金井敬司氏

第11回年次大会の会場、参加
者から拍手喝采（2014年・沖縄）

第15回年次大会での野外劇
（2018年・函館）

創立60周年記念大会のフラッグ 
セレモニー（2022年・福岡）
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日程 開催地 会場 参加者数 テーマ

第1回 平成16（2004）年6月1日（火） 東京 新高輪プリンスホテル　国際館パミール 3,000名 taking�the�Royal�Road�
―王道を歩む―

第2回 平成17（2005）年6月3日（金） 東京 新高輪プリンスホテル　国際館パミール 2,300名 Sharing�
―分かち合い―

第3回 平成18（2006）年5月26日（金） 京都 大　　会：京都国際会議場�
パーティ：宝ヶ池プリンスホテル 2,000名

MasterMind��
―多くの人が心を一つに合わせてことに�

あたり、奇跡を生む―

第4回 平成19（2007）年5月29日（金）名古屋 名古屋国際会議場 3,300名 Stay�Gold�
―夢に向かって輝き続ける―

第5回 平成20（2008）年5月30日（金） 福岡 JALリゾート　シーホークホテル福岡 3,800名 Tough�all�day�
―常にたくましく―

第6回 平成21（2009）年5月22日（金） 新潟 朱鷺メッセ 3,300名 refine�yourself�
―感性を磨く―

第7回 平成22（2010）年5月28日（金） 札幌 ロイトン札幌 3,200名 Empower�yourself�
―自分力―

第8回 平成23（2011）年5月27日（金） 松山 愛媛県県民文化会館（ひめぎんホール） 3,000名

東日本大震災　復興ハートフルデイ�
「いま私たちにできること～四国からエールを～」�
(MAKE�THE�IMPACT�メイク・ディ・インパクト�

―影響力―)

第9回
JAIFA創立50周年�
平成24（2012）年�
6月1日（金）・2日（土）

千葉 幕張メッセ 12,000名 TOGERTHER�
―共に―

第10回 平成25（2013）年5月31日（金） 仙台 大　　会：仙台サンプラザホール�
パーティ：ホテルメトロポリタン仙台 3,000名 NEXT�GENERATION�

―次世代へ継ぐ―

第11回 平成26（2014）年5月30日（金） 沖縄 大　　会：沖縄コンベンションセンター�
パーティ：ラグナガーデンホテル 3,000名 Self�Branding�

―自分の行動価値を高める―

第12回 平成27（2015）年5月29日（金） 金沢 大　　会：石川県産業展示館　4号館�
パーティ：ホテル日航金沢 5,000名 Interdependence�

―あんやとに出逢いませんか―

第13回 平成28（2016）年5月27日（金） 福島 大　　会：ビッグパレットふくしま�
パーティ：ホテルハマツ 4,000名 Eyes�to�the�Future�

―こらんしょ！福のしま　想いをつなぐ―

第14回 平成29（2017）年6月2日（金） 神戸 大　　会：神戸国際展示場�
パーティ：ポートピアホテル 4,700名 Passage�to�Harmony��

―KOBEに来てね　待っと～よ―

第15回 平成30（2018）年6月1日（金） 函館 大　　会：函館アリーナ�
パーティ：ホテル函館ロイヤル 4,500名 Pay�it�Forward��

―心は伝わりましたか―

第16回 令和元（2019）年5月31日（金） 長野 大　　会：ビックハット　アリーナ�
パーティ：ホテル国際21 7,000名 Blaze�the�Trail�

―さあ！ずく出して―

大会中止

第18回 令和3（2021）年5月28日（金） 広島 Web開催 3,700名 Willpower��
―意志あるところに道はひらける―

第19回
JAIFA創立60周年�
令和4（2022）年�

10月13日（木）・14日（金）
福岡 ヒルトン福岡シーホーク 4,800名 Opportunity�

―次を見据えよう―
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JAIFAハートフルファンデーション
～会員一人ひとりの思いを積み立てて災害に備える～
突発的に起きる国内外の自然災害に対する募金を常時行って積み立て、災害発生時には速やかに被災者
に届けられる支援活動の仕組み。それまでの被災地支援活動をべースに、2012年に「JAIFAハートフルファ
ンデーション」が創設されました。
会員の年会費には、一人500円のファンデーション基金が含まれており、年間約2,000万円が積み立てられ、
各地での災害時に役立てられています。まさに、JAIFA会員一人ひとりの思いが込められた活動といえます。

2012年
児童養護施設「一関藤の園」ヘ『バイオマスボイラー』を寄贈 
東北3県の児童養護施設の児童約500名を 
東京ディズニーランドへ招待

2013年 宮城県閖上地区に『トレーラーハウス』を寄贈

2014年 宮城県「子どもの村東北」に『設備備品』を寄贈

2015年 福島県「パンダハウス」増築に伴う『設備備品』を寄贈

2016年 熊本県内児童養護施設ヘ『テレビ・玩具・自転車・旅行』等を寄贈

2017年 「九州北部豪雨」への支援

2018年
「平成30年7月豪雨」への支援 
「北海道胆振東部地震」への支援

2019年
日本ホスピタル・クラウン協会の「テントサーカス」を通じた
東日本大震災への支援 

「台風19号」への支援

2020年

「令和2年7月豪雨」への支援 
東日本大震災への支援 
　宮城県「東日本みやぎこども育英基金」 
　岩手県「いわての学び希望基金」 
　福島県「福島県東日本大震災こども支援基金」

2021年 「令和3年8月豪雨」「福島県沖地震」への支援

2022年
ウクライナ大使館へ「困難な状況にあるウクライナの 
子どもたちに役立たせる」ための支援

「台風14号」への支援

これまでの支援活動

● NP0法人日本ホスピタル・クラウン協会 
● 公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン 
● 公益財団法人メイク・ア・ウィッシュ オブ ジャパン

「JAIFA創立60周年記念大会in福岡」において福岡県内の「未来ある子どもたち」への福祉事業を目的とした募金活動
（1,000円以上の協力をいただいた方へLEDバッチを差し上げる）を行いました。
実施の結果、2,452,051円が集まりました。集まった募金は福岡県、福岡市にそれぞれ100万円贈呈させていただきました。
皆様ご協力ありがとうございました。

「未来あるこどもたち」への支援として、2017年から以下の団体に継続支援をしています

創立60周年記念大会にて、ウクライナ大使館へハートフルファン�
デーション基金から寄附金を贈呈したことを報告

東日本大震災の被災地となった東北3県の児童
養護施設の子どもたちを東京ディズニーランド
へ招待
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愛のドリーム募金
～1日10円募金で、地域に根ざした福祉支援～
地域の皆さまへの感謝の気持ちを表したいと、第6代会長（柴田和子氏）の提唱で
1995年から始まった『愛のドリーム募金』。会員1人1日10円を募金し、それをもとに、
これまでに全国の社会福祉協議会を通じて、福祉巡回車ドリーム号400台以上、車
椅子300台以上などを高齢者福祉施設などに贈呈しました。また最近では、児童養
護福祉施設などへの物品贈呈など、地域のニーズにあった活動を展開しています。

地域性を活かした地方協会独自の取り組みを
推進し、さまざまな社会貢献活動に取り組ん
でいます。

エコ活動
～身の回りのことからはじめよう～
未来を豊かにするための「地球に優しいエコ活動」ヘ「タッチエコ！」を�
スローガンに積極的に取り組んでいます。

うち、「JAIFA創立60周年記念大会in福岡」において、
● メガネ326本　 ● タオル5,931枚　 ● テレカ類6枚　 ● ハガキ・切手8枚
収集することができました。ご協力ありがとうございました。

これまでの

回収実績

　タオル 47,358枚（2014年度から累計）
　メガネ 3,744本（2013年度から累計）

JAIFAの社会貢献活動

　総募金金額 585,841,429円
　ドリーム号 463台

※令和 4 年 1 0 月 31日現在

地方協会の社会貢献活動
～地域の特色を活かした�
　　　独自の社会貢献事業の推進～

福岡協会、創立60周年記念大会にて、NPO法人�
はぁとスペースにドリーム号を贈呈

福島県協会、須賀川市社会福祉協議会にドリーム募金を贈呈

ウミガメの産卵場所となる海岸を
清掃（高知県）

2022年8月豪雨の被災で
ボランティア活動（福井県）
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め
、
安
全
な
手
術
を
行
う
た
め
に
も
麻
酔
は
欠

か
せ
な
い
存
在
で
す
。
痛
み
を
感
じ
さ
せ
ず
に

手
術
を
行
う
こ
と
は
古
代
よ
り
人
類
の
夢
で
し

た
が
、
安
全
な
麻
酔
実
現
へ
の
道
は
果
て
し
な

く
困
難
で
し
た
。
か
つ
て
は
ケ
シ
、
ア
ヘ
ン
、

大
麻
と
い
っ
た
麻
薬
類
や
大
量
の
ア
ル
コ
ー
ル

を
摂
取
さ
せ
、
意
識
が
混
濁
し
て
い
る
間
に
手

術
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
も
用
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
手
術
後
も
意
識
が
戻
ら
ず
、
意
識

が
戻
っ
て
も
後
遺
症
が
出
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
大
き
す
ぎ
る
リ
ス
ク
を
覚
悟
し
て
薬

物
投
与
を
受
け
入
れ
る
か
、
地
獄
の
責
め
苦
と

も
思
え
る
激
痛
を
我
慢
す
る
か
を
選
ぶ
と
い
う

過
酷
な
時
代
が
紀
元
前
か
ら
18
世
紀
ご
ろ
ま
で

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
人
類
と
痛
み
の
闘

い
に
光
明
を
見
出
し
た
の
が
、
江
戸
時
代
に
活

躍
し
た
日
本
人
外
科
医
・
華は

な

岡お
か

青せ
い

洲し
ゅ
うで
す
。

青
洲
は
１
７
６
０
年
に
、
現
在
の
和
歌
山
県

紀
の
川
市
で
誕
生
。
京
都
で
医
術
の
修
業
を
終

え
、
故
郷
の
和
歌
山
で
家
業
を
継
い
で
25
歳
で

医
師
と
な
り
ま
し
た
。
京
都
で
は
伝
統
の
古
流

漢
方
医
学
だ
け
で
な
く
当
時
最
新
の
オ
ラ
ン
ダ

流
外
科
を
学
び
ま
し
た
が
、
患
者
に
痛
み
を
我

痛
み
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
き
、
手

術
に
よ
る
身
体
へ
の
負
担
か
ら
患
者
を
守
る
麻

酔
。
麻
酔
な
し
で
手
術
を
行
う
と
痛
み
に
対
す

る
反
射
で
血
圧
や
心
拍
数
が
不
安
定
に
な
り
心

臓
や
脳
血
管
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と
も
あ
る
た

世
界
初
の
全
身
麻
酔
手
術
を

世
界
初
の
全
身
麻
酔
手
術
を

行
っ
た
日
本
人

行
っ
た
日
本
人

慢
さ
せ
て
行
う
外
科
的
手
術
の
限
界
と
難
し
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
青
洲
は
、
古
代
中

国
に
名
を
残
す
伝
説
の
医
師
・
華か

佗だ

が
使
っ

た
と
さ
れ
る
麻
酔
薬「
麻ま

沸ふ
つ

散さ
ん

」を
再
現
す
る

べ
く
、
麻
酔
薬
の
研
究
開
発
を
開
始
し
ま
し

た
。
華
佗
が
活
躍
し
た
の
は
青
洲
が
生
ま
れ
る

１
５
０
０
年
以
上
前
の
時
代
で
あ
り
、
麻
沸
散

の
正
確
な
情
報
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
か
す
か
な
情
報
を
手
が
か
り
に
酩
酊
作
用

が
あ
る
漢
方
と
調
合
の
配
分
を
徹
底
的
に
研
究
。

麻
酔
薬
の
実
験
に
協
力
し
て
く
れ
た
母
親
は
亡

く
な
り
、
妻
は
失
明
し
て
し
ま
う
と
い
う
悲
劇

を
負
い
な
が
ら
も
、
20
年
近
い
歳
月
を
経
て
青

洲
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
麻
沸
散「
通つ

う

仙せ
ん

散さ
ん

」を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
１
８
０
４
年
、
青
洲
は
60
歳
の
乳
が

私達の生活に大きな変革をもたらした画期的な技術や発明を紹介する「世界を
変えた大発明」。前回のペニシリンに引き続き、今回も医療の分野から全身麻酔
をご紹介します。有史以来、激痛と闘ってきた人類。麻
酔のない時代において、外科手術はまさに地獄の責め
苦でした。そんな苦痛に光をもたらす麻酔薬という存
在に出会えたのは、今からわずか200年前のことでした。

7

全身麻酔

外科手術を行う華岡青洲
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ん
患
者
に
通
仙
散
を
使
っ
て
全
身
麻
酔
を
行
い
、

当
時
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
乳
が
ん
の
摘
出

手
術
に
成
功
。
青
洲
は
そ
の
後
も
通
仙
散
を
用

い
て
２
０
０
件
以
上
の
外
科
手
術
を
行
い
、
日

本
の
外
科
手
術
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。
青

洲
は
正
確
か
つ
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
た
世
界

初
の
全
身
麻
酔
手
術
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
世

界
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
洲
の
通
仙
散
は
世
界
的
に
も
画
期
的
な
も

の
で
し
た
が
、
飲
み
薬
で
あ
る
こ
と
か
ら
投
与

後
に
麻
酔
の
深
さ
や
長
さ
を
調
節
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
青
洲
の
高
度
な
技
術
・
知
識
・
経
験

が
あ
っ
て
こ
そ
扱
え
る
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な

麻
酔
薬
の
世
界
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
の
が
、

麻
酔
作
用
の
あ
る
気
体
を
吸
い
込
ま
せ
る
こ
と

で
痛
み
を
遮
断
す
る
吸
入
麻
酔
で
す
。

青
洲
の
麻
酔
手
術
か
ら
約
40
年
後
の

１
８
４
５
年
、
亜
酸
化
窒
素（
笑
気
ガ
ス
）に

麻
酔
作
用
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
ア
メ
リ

カ
の
歯
科
医
・
ウ
ェ
ル
ズ
に
よ
っ
て「
笑
気
麻

よ
り
安
全
な

よ
り
安
全
な

近
代
麻
酔
術
の
始
ま
り

近
代
麻
酔
術
の
始
ま
り

酔
」
が
実
践
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
翌

年
の
１
８
４
６
年
に
は「
エ
ー
テ
ル
麻
酔
」、

１
８
４
７
年
に
は「
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
」な

ど
様
々
な
吸
入
麻
酔
技
術
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
開
発
さ
れ
た
吸
入
麻
酔
に
は
、
後
年
に

な
っ
て
有
毒
性
や
引
火
性
な
ど
が
明
ら
か
に
な

り
現
在
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
麻
酔
も
多
く

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
気
体
の
濃
度
を
変
え
る

こ
と
で
麻
酔
の
深
さ
が
調
節
で
き
、
吸
入
を
止

め
る
こ
と
で
麻
酔
を
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
吸
入
麻

酔
技
術
の
確
立
に
よ
っ
て
、
麻
酔
の
安
全
性
が

従
来
と
比
べ
て
格
段
に
向
上
し
た
の
で
す
。

吸
入
麻
酔
の
誕
生
は
近
代
的
麻
酔
術
の
幕
開

け
と
い
わ
れ
、
笑
気
麻
酔
の
登
場
以
降
、
よ
り

毒
性
が
少
な
く
て
か
か
り
や
す
い
麻
酔
薬
、
麻

酔
の
効
果
を
素
早
く
打
ち
消
し
て
目
覚
め
さ
せ

る
拮
抗
薬
、
麻
酔
中
の
体
調
変
化
を
正
確
に
観

察
で
き
る
器
械
な
ど
が
次
々
に
登
場
。
安
全
か

つ
安
定
し
た
麻
酔
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
頭
開
手
術
や
心
臓
手
術
と
い
っ
た
複
雑

な
外
科
手
術
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
麻
酔
薬
の
注
射
と
麻
酔
ガ
ス
の

吸
入
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
短
時
間
で
麻

酔
状
態
に
し
て
手
術
後
は
す
ぐ
に
目
覚
め
る
こ

と
が
可
能
に
。
よ
り
身
体
に
負
担
が
か
か
ら
ず

安
全
な
手
術
を

実
現
す
る
た
め

に
、
日
進
月
歩

で
麻
酔
技
術
は

発
展
し
続
け
て

い
ま
す
。

麻
酔
技
術
に
よ
っ
て

麻
酔
技
術
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
現
代
医
療

支
え
ら
れ
る
現
代
医
療

1846年のエーテル麻酔実験を再現した様子（1850年撮影）
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年
末
調
整
と
い
う
の
は
、
ひ
と
こ
と
で

い
え
ば
、
会
社
員
す
な
わ
ち
給
与
所
得
が
あ

る
人
の
所
得
税
の
精
算
手
続
き
な
ん
だ
。

精
算
手
続
き
と
い
う
と
、
確
定
申
告
み

た
い
な
も
ん
で
す
か
？

確
定
申
告
と
は
違
う
け
れ
ど
、
確
定
申

告
に
代
わ
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
る

よ
。
本
来
、
所
得
税
は
自
分
で
所
得
額
や
そ

れ
に
対
す
る
税
額
を
計
算
し
て
税
務
署
に
届

け
て
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

確
定
申
告
の
代
わ
り
に

が
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
行
う
確
定
申
告

だ
よ
。
自
営
業
者
な
ど
事
業
所
得
の
あ
る

人
は
毎
年
、
こ
の
確
定
申
告
を
し
て
い
る

が
、
会
社
員
の
場
合
は
、
確
定
申
告
に
代
え

て
年
末
調
整
で
税
額
を
計
算
し
て
い
る
ん
だ
。

も
っ
と
も
、
会
社
員
で
あ
る
本
人
は
一
定
の

書
類
な
ど
を
提
出
す
れ
ば
、
あ
と
は
会
社
が

計
算
し
て
く
れ
る
か
ら
、
自
分
で
計
算
す
る

わ
け
で
は
な
い
よ
。

年
末
調
整
が
あ
る
か
ら
確
定
申
告
を
し

な
く
て
い
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
…
…
。

会
社
員
に
と
っ
て
は
申
告
の
面
倒
が
な
く
、

い
い
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。

そ
の
分
、
会
社
が
事
務
負
担
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
け
ど
ね
。

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
手
続
き
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？

会
社
員
は
、
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
は
、
会
社
が
原
則
と
し
て

毎
月
、
税
務
署
に
払
っ
て
い
る
ん
だ
。
た
だ
、

そ
の
額
は
確
定
し
た
税
額
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
Ｂ
さ
ん
の
今
年
の
所
得
額
は
こ
れ
く

ら
い
に
な
り
そ
う
だ
、
だ
か
ら
こ
れ
く
ら
い

引
い
て
お
こ
う
、
と
い
う
概
算
額
な
ん
だ
。

そ
れ
を
精
算
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す

か
？

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
所
得
税
は
毎
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
所
得
に
か
か

る
。
そ
こ
で
、
12
月
に
そ
の
年
の
最
後
の
給

料
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
を
受
け
取
っ
た
時
点
で
、

１
年
間
の
所
得
が
確
定
す
る
の
で
、
会
社
は

そ
の
額
を
も
と
に
税
額
を
正
確
に
計
算
す
る
。

そ
う
し
て
算
出
さ
れ
た
税
額
と
、
１
年
間
源

92

会
社
員
に
と
っ
て
は
恒
例
の
年
末
調
整
の
時
期
が
や
っ
て
き
た
。
書
類
を
提
出
し
た
り
、

会
社
員
に
と
っ
て
は
恒
例
の
年
末
調
整
の
時
期
が
や
っ
て
き
た
。
書
類
を
提
出
し
た
り
、

生
命
保
険
料
の
証
明
書
を
用
意
し
た
り

生
命
保
険
料
の
証
明
書
を
用
意
し
た
り

――
面
倒
な
手
続
き
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
い

面
倒
な
手
続
き
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ん
の
た
め
に
こ
ん
な
手
続
き
を
す
る
の
か
。
年
末
調
整
と
は
い
っ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ん
の
た
め
に
こ
ん
な
手
続
き
を
す
る
の
か
。
年
末
調
整
と
は
い
っ

た
い
な
ん
な
の
か
。

た
い
な
ん
な
の
か
。

年末調整って 
なに？
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を
提
出
す
る
の
も
、
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者

特
別
控
除
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
額

が
い
く
ら
に
な
る
か
を
確
定
す
る
た
め
だ
よ
。

ほ
か
に
も
控
除
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
か
？た

と
え
ば
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
も
差

し
引
い
て
計
算
す
る
。
本
人
分
の
社
会
保
険
料

は
会
社
が
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
い
て
、
そ
の

額
は
会
社
が
把
握
し
て
い
る
か
ら
、
生
命
保
険

料
と
違
っ
て
、証
明
書
を
出
す
必
要
は
な
い
ん
だ
。

な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
所
得
控
除
を

差
し
引
い
て
会
社
が
税
額
を
計
算
し
て
く
れ

る
、
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

書
類
を
出
す
の
は
面
倒
く
さ
い
と
思
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
税
額
の
計
算
は

会
社
が
し
て
く
れ
る
か
ら
、
確
定
申
告
に
比

べ
て
圧
倒
的
に
本
人
の
手
間
は
か
か
ら
な
い

と
い
え
る
よ
。
た
だ
、
す
べ
て
の
所
得
控
除

が
年
末
調
整
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
医
療
費
控
除
な
ど
は
考
慮
さ
れ
な

い
の
で
、
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
は
、
確
定
申
告
が
必
要
に
な
る
よ
。

泉
徴
収
さ
れ
た
額
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
差

を
精
算
す
る

―
こ
れ
が
年
末
調
整
だ
よ
。

そ
れ
で
お
金
が
戻
っ
て
き
た
り
す
る
ん

で
す
ね
。

通
常
は
、
毎
月
多
め
に
源
泉
徴
収
さ
れ

る
の
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
が
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
額
の
ほ
う
が
少
な
く
て
追
加
で

会
社
に
払
う
こ
と
も
あ
る
よ
。

と
こ
ろ
で
、
年
末
調
整
の
際
に
、
配
偶

者
の
収
入
を
記
入
し
た
書
類
を
提
出
し
た
り
、

生
命
保
険
料
の
証
明
書
を
提
出
し
た
り
し
ま

す
が
、
こ
れ
は
な
ん
の
た
め
で
す
か
？

所
得
税
は
、
給
与
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

給
与
所
得
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
所
得
控
除
を
差

し
引
い
て
計
算
す
る
。
各
種
の
所
得
控
除
の

適
用
が
あ
る
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
控
除
額
は

い
く
ら
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
書
類
や
証

明
書
を
提
出
す
る
ん
だ
。
最
近
は
紙
の
書
類

や
証
明
書
に
代
え
て
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
。

所
得
控
除
と
い
う
と
、
生
命
保
険
料
控

除
と
か
、
で
す
よ
ね
。

た
と
え
ば
、
Ｂ
さ
ん
が
そ
の
年
に
い
く
ら

保
険
料
を
支
払
っ
た
か
を
保
険
会
社
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
証
明
書
に
よ
り
確
認
し
て
、
保
険

料
控
除
が
い
く
ら
に
な
る
か
を
確
定
す
る
ん

だ
。
配
偶
者
の
収
入
な
ど
を
記
入
し
た
書
類

生
命
保
険
料
の
証
明
書
は

な
ぜ
必
要
？

所得控除 内容 提出書類

扶養控除 16歳以上の扶養家族（配偶者
以外）がいる場合に受けられる 扶養控除等（異動）申告書

基礎控除※ すべての人が受けられる 基礎控除申告書兼配偶者
控除等申告書兼所得金額
調整控除申告書配偶者控除※、 

配偶者特別控除※
所得が一定額以下の配偶者が
いる場合に受けられる

生命保険料控除 生命保険料を支払った場合に
受けられる

保険料控除申告書
地震保険料控除 地震保険料を支払った場合に

受けられる

社会保険料控除 社会保険料を支払った場合に
受けられる

小規模企業共済
等掛金控除

iDeCoなどの掛金を支払った
場合に受けられる

年末調整で受けられる所得控除とそのために必要な提出書類

※適用に関して、納税者の所得についても一定の要件がある。
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このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
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都道府県別賞一等

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
59
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

親
の
想
い
と
生
命
保
険奈

良
県
　
三
郷
町
立
三
郷
中
学
校
　
三
学
年
　
川か
わ

嶋し
ま

　
夕ゆ
う

陽ひ

生
命
保
険
。
時
々
テ
レ
ビ
で
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
十
五
歳

の
私
に
と
っ
て
は
全
く
関
係
の
な
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
親
に

保
険
の
話
を
聞
く
ま
で
は
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
曰
く
、
病

気
な
ど
万
が
一
に
備
え
て
入
っ
て
お
く
も
の
で
、
何
か
あ
れ
ば
保
険
金
が

支
払
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
で
も
義
務
じ
ゃ
な
い
の
で
、
加
入
し
た
い
人
だ

け
が
お
金
を
払
っ
て
入
る
保
険
。
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
い
我
が
家
に
は

保
険
に
入
る
余
裕
な
ど
な
く
、
私
に
は
縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
入
っ
て
い
る
よ
、
保
険
。」

私
は
親
の
返
事
に
驚
き
ま
し
た
。
家
で
は
「
お
金
が
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
し
、
度
々
説
得
の
た
め
に
こ
の
言
葉
を
浴
び
せ
か

け
ら
れ
る
私
は
、
親
に
食
っ
て
掛
か
り
ま
し
た
。

「
余
裕
が
な
い
家
が
な
ぜ
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
、お
か
し
く
な
い
？
」と
。

そ
れ
に
対
し
親
は
、

「
余
裕
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
余
裕
を
持
つ
た
め
に
入
っ
て
い
る
」
と
、

ま
る
で
禅
問
答
の
よ
う
に
、
意
味
不
明
な
答
え
を
返
し
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
保
険
に
入
っ
た
の
か
、
改
め
て
親
に
聞
く
と
親
の
友
人
の
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
友
人
は
健
康
に
自
信
が
あ
る
人
。
就
職
し

て
す
ぐ
、
職
場
の
強
い
勧
め
で
保
険
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
何
で
健
康

な
俺
が
保
険
に
…
…
と
愚
痴
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
数
年
後
、

突
然
病
に
倒
れ
、
結
果
と
し
て
障
碍
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
通
り
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
て
絶
望
し
た
時
、
立
ち
直
る

契
機
を
く
れ
た
の
が
、
嫌
々
加
入
さ
せ
ら
れ
た
あ
の
保
険
で
し
た
。

「
お
金
が
入
っ
て
き
て
も
、
前
の
生
活
は
戻
ら
な
い
。
で
も
、
や
れ

る
こ
と
は
格
段
に
増
え
る
。
そ
う
気
付
け
た
時
、
将
来
に
希
望
が
持

て
て
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
。
こ
れ
っ
て
大
き
い
よ
。」

本
人
か
ら
話
を
聞
い
た
親
は
、
本
当
の
意
味
で
保
険
の
意
義
に
気
が

付
い
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
そ
の
時
加
入
し
た
兄
の
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
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が
十
八
歳
で
満
期
を
迎
え
た
と
の
こ
と
。
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険

は
親
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
契
約
し
た
満
期
保
険

金
が
支
払
わ
れ
る
保
険
で
す
。
親
曰
く

「
こ
の
子
が
大
き
く
な
っ
た
時
、
た
と
え
ど
ん
な
状
況
だ
っ
た
と
し
て

も
進
路
ぐ
ら
い
は
自
由
に
選
ば
せ
て
や
り
た
い
。
こ
の
想
い
は
保
険

が
必
ず
果
た
し
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
安
心
し
て
、
頑
張
っ
て
払
い
続

け
て
き
た
。
今
、
そ
の
十
数
年
前
の
想
い
を
子
供
に
ち
ゃ
ん
と
渡
せ

て
良
か
っ
た
。
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
い
家
に
と
っ
て
は
、特
に
ね
」
と
。

少
し
誇
ら
し
げ
に
伝
え
ら
れ
た
時
、
私
は
兄
が
羨
ま
し
く
な
り
ま

し
た
。
す
る
と
何
か
を
察
し
た
親
は
続
け
ま
す
。

「
あ
な
た
の
分
も
あ
る
よ
。
満
期
は
三
年
後
だ
け
ど
ね
。」

親
は
言
い
ま
す
。

「
元
気
だ
っ
た
ら
お
金
の
余
裕
は
そ
こ
ま
で
必
要
な
い
。
そ
こ
で
保

険
な
ら
、
万
が
一
の
場
合
に
は
そ
れ
を
家
族
に
残
せ
る
と
い
う
〝
心

の
余
裕
〞
が
得
ら
れ
る
。
不
完
全
か
も
し
れ
な
い
が
将
来
に
希
望
を

残
し
て
や
れ
る
。
だ
か
ら
保
険
に
入
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
。

聞
け
ば
、
他
の
保
険
に
も
加
入
し
て
病
気
に
備
え
、
少
な
い
で
す

が
万
が
一
の
保
障
も
あ
る
よ
う
で
す
。
余
裕
の
な
い
生
活
の
中
で
も
保

険
料
を
支
払
い
続
け
て
い
た
こ
と
。
親
の
私
た
ち
に
対
す
る
深
い
愛
情

を
知
っ
て
、
感
謝
が
心
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
私
に
は
縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
保
険
が
実
は
、
私
の
家
族

の
人
生
を
守
り
続
け
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
心
の
余
裕
、
将

来
へ
の
希
望
、
蓄
積
す
る
愛
情
。
長
い
時
間
を
か
け
て
働
き
続
け
る

保
険
は
決
し
て
〝
万
が
一
の
時
に
お
金
が
支
払
わ
れ
る
〞
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
保
険
を
通
じ
て
親
の
想

い
を
知
り
、『
進
路
を
真
剣
に
考
え
よ
う
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
こ
と
で
保
険
に
興
味
が
湧
き
、
調
べ
る
と
、
死
亡
、
医
療
、

貯
蓄
に
備
え
た
保
険
を
様
々
に
組
み
合
わ
せ
、
本
当
に
多
く
の
立
場

の
人
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
沢
山
あ
り
す

ぎ
て
、
そ
し
て
難
し
す
ぎ
て
、
正
直
私
に
は
ど
れ
が
い
い
の
か
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
一
つ
だ
け
決
め
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
い
つ
か
自
分
に
子
供
が
で
き
た
ら
保
険
に
入
る
こ
と
で
す
。

な
ぜ
な
ら
大
切
な
想
い
も
、
保
険
な
ら
、
時
間
を
飛
び
越
え
て
確
実

に
伝
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
。
親
が
そ
う
し
て
く
れ
た
よ
う
に
。

「医療保障ガイド」は、公的医療保険の仕組み、事例でみる入院費用、生命保険会社が�
取り扱う医療に備える生命保険の仕組みなどについて、図表や事例を用いてわかりや
すく解説しています。
今回の改訂では、ページ数を4ページ増やして内容の充実を図り、�
ページデザインやイラストも刷新しました。
「最近の公的医療保険制度の動き」として、制度改正（後期高齢者�
医療制度の窓口負担割合の見直しなど）やデジタル化の動き（マイ
ナンバーカードの健康保険証利用など）などをまとめています。�
「事例でみる入院費用（6ケース）」では、計算に使用する診療報酬�
などを最新化し、所得に応じた医療費の自己負担額を掲載しています。

お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。
電子版をAmazonで販売しています！

タイムリー、そして役立つ情報が満載！メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障制度の動向や税制改正など�
役立つ情報をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから簡単にできます。

B5判・56ページ（オールカラー） 
１部200円（税込価格、送料別）

メールマガジン
生命保険・生活設計に関する情報をお届けしています

｢医療保障ガイド｣ 改訂版ができました！　
　

　　新刊のご案内

　
　

　　新刊のご案内
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第 　 回

10
月
に「
男
性
版
産
休
」が
創
設
さ
れ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
こ
れ
に
よ
り
、
育
休

が
取
り
や
す
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

新
た
に
創
設
さ
れ
た
の
は
、
正
式
に
は

「
出
生
時
育
児
休
業
」と
い
い
ま
す
。

従
来
の
育
児
休
業
制
度
と
は
別
に
新
た
に
導
入

さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
育
児
休

業
制
度
と
併
せ
て
最
大
４
回
に
分
割
し
て
育
休

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
制
度
的

に
は
取
り
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

QA

出
生
時
育
児
休
業
は
、
産
後
８
週
間
以
内
に
、

最
長
４
週
間
ま
で
休
業
が
取
得
で
き
る
制
度
で
、

２
回
に
分
割
し
て
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
こ
の
出
生
時
育
児
休
業
は
、
制
度
上

（
法
律
の
条
文
上
）は
男
女
い
ず
れ
も
取
得
で

き
ま
す
が
、
女
性
の
場
合
、
産
後
８
週
間
は
産

後
休
暇
の
時
期
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
事
実
上
、

男
性
の
た
め
の
制
度
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
男
性
版
産
休
」「
産
後
パ
パ
育
休
」な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
あ
る
育
児
休
業
制
度（
原
則
と
し

て
子
ど
も
が
満
１
歳
に
な
る
ま
で
取
得
で
き
る

も
の
）も
、
や
は
り
２
０
２
２
年
10
月
か
ら
２

回
に
分
け
て
取
得
で
き
る
よ
う
に
制
度
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
男
性
の
場
合
、

育
休
を
４
回
に
分
け
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
状
況
に
応
じ
て
機
動
的
に

休
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
育
休
制
度
の
使
い

勝
手
は
よ
く
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
育
児
休
業
制
度
は
企
業
等
に
対
し
法

産
後
8
週
間
以
内
に
２
回

「産後パパ育休」で 
休みやすくなる？

律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
う
ち
の
会
社
は
育
児
休
業
制
度
が
な
い
の
で
、

育
休
は
取
れ
な
い
」と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ま

せ
ん
。
一
部
の
適
用
除
外
者
を
除
き
、
す
べ
て

の
労
働
者
に
取
得
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

出
生
時
育
児
休
業
の
創
設
の
背
景
に
は
、
男

性
の
育
児
休
業
の
取
得
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
男
女
別
の
育
休
取
得
率
を
み
る
と
、

女
性
が
85
・
１
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性
は

13
・
97
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す（
令
和
３
年

度
雇
用
均
等
基
本
調
査
）。
ま
た
、
女
性
に
比

べ
男
性
の
取
得
期
間
は
極
端
に
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
女
性

の
取
得
期
間
は
10
ヵ
月
以
上
が
多
く（
10
ヵ
月

以
上
が
合
計
で
80
・
２
％
）、
一
方
で
男
性
は

ほ
と
ん
ど
が
３
ヵ
月
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す

（
３
ヵ
月
未
満
が
合
計
で
89
・
２
％
）。

政
府
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
男
性
の
育
休
取

得
率
を
30
％
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す

（
２
０
２
０
年
５
月
閣
議
決
定「
少
子
化
社
会
対

短
い
男
性
の
育
休
期
間

69

20



★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナー
は業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ▶ https://fcommu.net/

素敵な人がやっている小さな習慣

社会保険労務士、
1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田�祐介

今年はどんな一年でしたか？　カレンダーもあと
1 ページですね♥　来年をよりよく過ごすため、
新しいことをはじめるためにどのように過ごそう
かと考えている方も多いと思います。そこで今回
は『頑張った自分をほめるリスト作り』をご紹介
しましょう。では早速はじめましょう！　まずは 
お気に入りのペンとノートを準備します（大事です♥）。
ノートの見 開きページを 使って、左ページは 

（1）「チャレンジして上手くいったこと」、右ページは
（2）「チャレンジしたことで見つけた課題」という 
項目に絞ります。一年をゆっくりと振り返り、（1）には 
①「上手くいったプロセスで心がけたこと・工夫した 
こと」と②「頑張った自分へのおめでとうメッセージ」 
を、⑵には①「モヤモヤして残っているその理由」と 
②「頑張る自分への応援 
メッセージ」をそれぞれ 
書きます。このように自分
の軌跡を振り返ることは、
新しい一年を素敵にする
ための大切なステップに 
なりますよ♥

来年を素敵に迎える準備

策
大
綱
」）。
出
生
時
育
児
休
業
の
創
設
は
、
こ
の

目
標
の
た
め
の
具
体
策
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

と
は
い
え
、
男
性
の
育
休
取
得
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
理
由
は
、
制
度
上
の
問
題
以
外
に
も
あ
る
よ

う
で
す
。
職
場
の
風
土
や
、
会
社
や
同
僚
に
迷
惑

が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
奥
ゆ
か
し
い
配

慮
が
取
得
を
躊た

め
ら躇
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
経
済
的
な
側
面
も
指
摘
で
き
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
は
、
育
児
休
業
中
は
無
給

と
な
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
保
険
の
育
児
休
業
給

付
金
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
67
％

（
１
８
０
日
経
過
後
は
50
％
）で
あ
り
、
収
入

は
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
短
期
間
で
あ

れ
ば
育
児
休
業
に
替
え
て
年
次
有
給
休
暇
を
消

化
す
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

Vol.129
（％）

0
36
ヵ
月
以
上

24
ヵ
月
以
上
36
ヵ
月
未
満

18
ヵ
月
以
上
24
ヵ
月
未
満

12
ヵ
月
以
上
18
ヵ
月
未
満

10
ヵ
月
以
上
12
ヵ
月
未
満

8
ヵ
月
以
上
10
ヵ
月
未
満

6
ヵ
月
以
上
8
ヵ
月
未
満

3
ヵ
月
以
上
6
ヵ
月
未
満

1
ヵ
月
以
上
3
ヵ
月
未
満

2
週
間
以
上
1
ヵ
月
月
未
満

5
日
以
上
2
週
間
未
満

5
日
未
満

5

10

15

20

25

30

35 女性
男性

■育児休業取得期間

出典： 「令和３年度雇用均等基本調査」より筆者作成
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宝
く
じ
が
当
た
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
仮
に
大
当
た
り
の
場
合
、
金
利
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
当
選
金
が
受
け
取
れ
ま

す
。
実
際
、
ス
ル
ガ
銀
行
の「
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

付
き
定
期
預
金
」は
、
２
０
２
１
年
の
年
末
ジ
ャ

ン
ボ
で
１
等
７
億
円
の
当
選
者
が
出
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
14
人
の
億
万
長
者
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
預
入
金
額
１
０
０
万
円
で
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ

ン
ボ
・
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
各
５
枚
、
３
０
０
万
円

だ
と
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
を
各
10
枚
も
ら
え
ま
す
。

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
の「
夢
ジ
ャ
ン
ボ
」

は
、
預
入
金
額
１
０
０
万
円
な
ら
年
末
ジ
ャ
ン

ボ
、
２
０
０
万
円
な
ら
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
年

末
ジ
ャ
ン
ボ
、
３
０
０
万
円
な
ら
ド
リ
ー
ム

ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
年
末
ジ
ャ
ン

ボ
を
そ
れ
ぞ
れ
各
５
枚
連
番
で
も
ら
え
ま
す
。

他
に
も
、
瀬
戸
信
用
金
庫
の「
ゆ
め
紀
行
」、

京
葉
銀
行
の「
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
付
定
期
預

金
」、
香
川
銀
行
の「
宝
く
じ
ト
ッ
ピ
ン
グ
定

期
預
金
」な
ど
の
宝
く
じ
付
き
定
期
預
金
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
地
方
銀
行
で
扱
っ
て
い

ま
す
が
、
大
半
は
ネ
ッ
ト
経
由
で
口
座
開
設
を

す
れ
ば
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

宝
く
じ
付
き
定
期
預
金
に
お
金
を
預
け
た
場

合
、
宝
く
じ
の
販
売
時
期
に
な
る
と
、
は
が
き

な
ど
で
番
号
だ
け
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後

の
当
選
発
表
を
経
て
、
当
選
し
て
い
た
と
き
は

当
選
金
が
普
通
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

当
選
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
や
換
金
の
手

間
も
不
要
で
お
手
軽
で
す
。

ま
た
、
毎
年
９
月
に
は
ず
れ
券
を
対
象
に
抽

選
が
行
わ
れ
る「
宝
く
じ
の
日　

お
楽
し
み
抽

せ
ん
」に
も
自
動
参
加
す
る
形
と
な
り
、
当
た

れ
ば
景
品
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宝
く
じ
は
10
枚
も
ら
え
ば
、
末
等
の
３
０
０

円
が
必
ず
当
た
り
ま
す
。
低
金
利
時
代
で
あ
っ

て
も
、
実
質
的
に
高
い
金
利
が
受
け
取
れ
る
預

金
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
宝
く
じ
付
き
定
期
預
金
の
最
低
預

入
金
額
は
比
較
的
高
額
で
す
。
多
く
の
銀
行
で

は
１
０
０
万
円
以
上
と
な
っ
て
い
て
、
預
入
期

間
も
３
年
以
上
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
原
則
、
中

途
解
約
が
で
き
な
い
の
で
、
宝
く
じ
付
き
定
期

預
金
を
利
用
す
る
際
は
、
す
ぐ
に
使
う
予
定
の

な
い
お
金
を
預
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
の
瀬
が
近
づ
く
と
気
に
な
る
の
が
宝
く
じ
。

今
年
最
後
の
運
試
し
に
購
入
す
る
方
も
い
る
で

し
ょ
う
。
実
は
、
一
部
の
銀
行
で
は
、
お
金
を

預
け
る
と
金
利
の
ほ
か
に
宝
く
じ
が
も
ら
え
る

「
宝
く
じ
付
き
定
期
預
金
」を
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
金
を
預
け
る
だ
け
で

金
利
と
宝
く
じ
が
も
ら
え
る

億万長者も誕生！
宝くじ付き定期預金

141
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JAIFA VOICE
JAIFA 地方協会活動レポートNo.

金沢は、京都や松江と並ぶ日本三大 
菓子処。加賀藩の茶道文化の流行と 
ともに、和菓子文化も栄えていき、 
和菓子の消費量日本一ともいわれて 
いる。街中に老舗和菓子店も多く、 

「能登大納言小豆」「五郎島金時」等、 
地元産の上質な食材を生かしたお菓子 
も人気が高い。「JAIFA 石川は地域の 

保険インフラ！」をスローガンに活動中です！

●  レポーター　元角　高士 
（石川県協会会長／メットライフ生命）

石川県協会では、メンタルコントロール、スキル向上などの研修会の開催、一般の方々へ向けた著
名人の講演会を通して、一般の方々や会員へJAIFAを常に身近に感じていただけることを意識しな

がら、さまざまな企画を検討。幹事がそれぞれ会社の代表であるという
責任感をもち、JAIFAが当たり前に存在しているインフラであるべきと
考え活動しています。というのも、石川県協会は会員の割合が全国NO.1
です。その誇りと責任感からきているのだと思います。
一般のお客様にとって最大のフォローは担当者が辞めないことです。そ
れをJAIFAはバックアップしていきます。月一の幹事会では、会社の枠
を越え、毎回幹事が持ち回りで自社のお薦め商品についての勉強会を実
施し好評です。

2022年7月に主催した夏のセミナーでは、「アフター
フォローの学校」と題した高尾益臣氏の講演を行いました。
生命保険業界ではアフターフォローの必要性を伝えてはいますが、アフターフォローのやり方は本人
任せな面が多いのです。その解決になる糸口のひとつとして、保険の満足度、継続率、紹介をいただ
けるアフターフォローのしくみ作りやスキルを前編・後編を通し伝えていただきました。久々の対面
重視（ハイブリッド）研修に会場の熱気を感じます。正しいAF（アフターフォロー）、間違ったAFを実
演され、言葉の掛け方、AF面談の順序、エピソードを交えた最新のAF実演に感動しました。講演後
のアンケートでは97.5％という高い満足度を得られ、「契約者に会いたくなった」「5つのステップを
すぐに取り入れたい」「自分のやり方を修正したら、もっと成果がでると確信できた」等の感想が寄せ
られました。久しぶりの対面開催ということもあり、セミナー参加者の熱気、セミナーを終えた後の
表情、アンケート、講師へ駆け寄る姿……これらがエネルギーになり、次もまた頑張ろうと思いました。
これからも、対面で多くの方々に喜ばれる機会を提供していきましょう！

会員割合全国NO.1の誇りとともに

対面開催で参加者の熱気を感じた

JAIFAを常に身近に感じて 
いただける活動を 
意識しています
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連載 第7回 世界を変えた大発明

全身麻酔
人々を痛みから解放し、安全かつ高度な手術を実現

特集1 レポート

祝! JAIFA創立60周年記念
歴史と活動を振り返り、次のステージをめざそう!

JAIFA創立60周年記念大会in福岡
Opportunity ～次を見据えよう～
特集2
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トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

『Present』12月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

生命保険の学習サイト
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